
１ 福井大 医 確率と整数に関する問題． と は平易， は標準 ．

　赤玉，白玉それぞれ 個の計 個の玉をすべて区別する． 個の玉の取り出し方は

　全部で 通りでありこれらは同様に確からしい．このうち， 個の赤玉と 個

　の白玉の取り出し方は ･ 通りあるから，求める確率は ．

　取り出した 個の玉のうち，赤玉は 個， 個， 個，…， 個のいずれかである．

　ゆえに，確率の総和を考えて， ，すなわち ．

　
･

より ･ ･ ．…

　　素数 は を満たすので， … から を除いた 個の

　自然数はすべて と互いに素であり， と は互いに素， の素因数 の個数

　は 個である．

　　ゆえに， の両辺について素因数 の個数を比較して， の素因数 の個数は

　 個となり， は で割り切れるが， では割り切れない．



２ 福井大 医 複素数の極形式と距離の最小評価． と は平易， は標準 ．

　 より である．

　　 より であり， ．

　 であり，ド モアブルの定理より ，

　すなわち ， である．…①

　　自然数 に対して， のとりうる値は または のいずれかで， は偶数

　であるから， は必ず整数となる．一方， のとりうる値は または の

　いずれかであり， が整数になるとき， である．

　　ゆえに， がともに整数になるとき， … ．

　 平面上で，直線 の方程式は であり，点 と の距離

　 と表せる．①を代入して整理すると ．

　　ここで， のとりうる値は または のいずれかであり，

　　　ⅰ のとき， ．

　　　ⅱ のとき， ･ ．

　　　ⅲ のとき， ･ ．

　　　　　 は小さい順に … であり， ，

　　　　　 のとき ･ ･ ．

　　ゆえに， の最小値は ． 　また，このとき ．



３ 福井大 医 微積分総合問題． やや難である． と は平易であった．

　 において ， において より

　　

　　　 ．

　 のとき，

　　 ･ ．

　　ゆえに， であり，曲線 は下に凸である．

　 より は増加関数，また は偶関数であり

　であることから， で ， ， で となり，

　 は で極小かつ最小となる．ゆえに， が最小となる の値は ．

　 より の最小値は であり，

　　　　 ．

　　ゆえに， のとき より ，すなわち ．



４ 福井大 医 空間図形に関する求積問題． は平易， と は標準 ．

　球 の中心を ，半径を とおく．

　平面 が点 を通るとき， の方程式は ．

　 と の距離 は，平面 による断面図 右図 を考えて

　　　　 ･ ．

　　ゆえに，求める交円の半径を とすると， より

　　　　 ．

　 のとき の中心 は の上側にあり， である

　から，右図の円 の の部分を 軸のまわ

　りに回転させてできる立体の体積が であり，

　　 ．

　 とおくと の方程式は ． より であり，

　 の中心 は の下側にあり より ．…①

　　球 の体積を ･ とおくと ． と の距離を とおく

　と，①のもとで …②であり， 同様に考えて，

　　 ．

　　ゆえに， ，すなわち ．

　　②より ．①のもとで両辺を 乗して，

　 ，①より点 の 座標は ．


